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災
害
で
亡
く
な
る
人
を
ゼ

ロ
に
し
た
い
｜
｜
。
熱
意
を

胸
に
、
高
須
大
紀
さ
ん
は
防

災
の
重
要
性
を
高
校
生
や
大

学
生
に
伝
え
て
い
る
。
学
生

時
代
は
Ｓ
Ｋ
Ｖ
（
専
修
神
田

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
で
活
躍
。

卒
業
後
は
防
災
教
育
を
推
進

す
る
民
間
団
体
・
災
害
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会

（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
講

習
な
ど
を
企
画
し
て
い
る
。

　
現
在
、
専
大
な
ど
千
代
田

区
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
大

学
で
定
期
的
に
開
催
さ
れ

る
講
座
を
担
当
し
て
い
る

ほ
か
、
高
校
で

も
防
災
教
育
を

行
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
何
よ
り

強
調
す
る
の
は

「
自
分
の
身
の

安
全
を
確
保
す

る
こ
と
」。「
だ

れ
か
を
助
け
た

い

と

思

っ

て

も
、
自
分
が
け

が
を
し
て
い
て

は
で
き
な
い
。

ま
ず
は
知
識
を

身
に
つ
け
て
ほ

し
い
」。
10
月
に
３
日
間
開

催
さ
れ
た
専
大
で
の
講
座
で

も
、
後
輩
た
ち
に
訴
え
た
。

　
高
須
さ
ん
に
と
っ
て
転
機

は
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日

本
大
震
災
だ
っ
た
。
発
生
後

の
夏
、
宮
城
県
石
巻
市
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
。「
一
人
で
も
多
く
の
命

を
救
う
た
め
、
で
き
る
こ
と

を
や
ら
な
く
て
は
」
と
決
意

す
る
。
そ
の
年
の
秋
、
前
年

発
足
し
た
ば
か
り
の
Ｓ
Ｋ
Ｖ

に
参
加
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
や
応

急
手
当
て
の
実
習
に
励
み
、

翌
年
か
ら
は
ほ
か
の
学
生
へ

の
講
習
会
も
始
め
た
。

　
３
年
次
に
は
、
災
害
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会

が
実
施
し
て
い
た
、
都
内
の

高
校
で
の
防
災
教
育
出
前
授

業
に
参
加
。
相
手
に
伝
え
る

こ
と
の
面
白
さ
を
感
じ
、
そ

こ
で
の
縁
が
き
っ
か
け
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会
に

籍
を
置
く
こ
と
に
。「
大
き
な

地
震
が
起
き
る
た
び
に
『
あ

の
時
あ
あ
し
て
い
れ
ば
よ
か

っ
た
』
と
被
災
さ
れ
た
方
の

想
い
が
積
み
重
な
っ
て
い

く
。
し
か
し
命
を
守
る
す
べ

を
知
っ
て
実
践
す
れ
ば
、
亡

く
な
る
命
を
減
ら
す
こ
と
は

で
き
る
」と
の
信
念
を
抱
く
。

　「
日
本
に
住
ん
で
い
る
以

上
、
災
害
は
避
け
ら
れ
な

い
」
と
高
須
さ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
、
漫
然
と
そ
の
時
を
迎

え
る
の
で
は
な
く
知
識
と
技

術
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と

願
う
。「
ま
ず
は
自
分
の
大

切
な
人
と
、
防
災
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
ほ
し
い
」

　
災
害
で
亡
く
な
る
命
を
な

く
す
た
め
、
き
ょ
う
も
多
く

の
人
に
語
り
か
け
る
。

命救う知識を身につけて

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

推
進
委
員
会
職
員

高
須
　
大
紀
さ
ん

（
平
26
法
）

募金局からのお願い

　専修大学は2019年に創立140年を迎え
ます。また、石巻専修大学も18年に創立
30年を迎えます。学校法人専修大学で
は、さらなる飛躍と発展を期すため「専

修大学創立140年・石巻専修大学創立30
年記念事業募金」（募集期間５年間）を

設け、広く募集を行っております。

　併せて熊本地震で被災した専修大学及

び石巻専修大学に在籍する学生に対し、

奨学金及び生活支援金等として「被災学

生支援金」も募集しております。

　皆様方の温かいご支援、ご協力を賜り

ますようよろしくお願い申し上げます。

　お申し込み、お問い合わせは「専修大

学募金局」（☎03・3265・3157）へお願
い申し上げます。

〈
秋
田
県
大
館
支
部
設
立
総

会
〉

▽
12
月
17
日
（
土
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
大
館
駅
か
ら
徒

歩
15
分
「
プ
ラ
ザ
杉
の
子
」

旴
武
田
晋
氏
☎
０
９
０
・
５

２
３
５
・
３
４
７
９

〈
顧
問
・
相
談
役
・
参
与
懇

談
会
〉

▽
１
月
13
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
15

階
「
報
恩
の
間
」
旴
校
友
会

事
務
局
☎
03
・
３
２
６
５
・

７
５
７
９

ワ
イ
ン
大
学 

奥
深
さ
学
ぶ

　「
第
11
回
校
友
会
ワ
イ
ン

大
学
」
が
11
月
30
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　
小
宮
多
喜
次
校
友
会
長
、

日
髙
義
博
理
事
長
を
は
じ

め
、
校
友
、
育
友
、
学
生
、

教
職
員
、
地
域
の
方
な
ど
約

１
０
０
人
が
参
加
、
ワ
イ
ン

の
奥
深
さ
に
触
れ
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ワ
イ

ン
と
料
理
の
マ
リ
ア
ー
ジ

ュ
」。
㈱
シ
ン
・
ト
レ
ー
デ

ィ
ン
グ
代
表
取
締
役
の
江
畑

進
一
氏
が
ワ
イ
ン
に
合
う
料

理
や
意
外
な
組
み
合
わ
せ
な

ど
を
紹
介
し
た
。
経
営
学
部

・
小
沢
一
郎
ゼ
ミ
の
ゼ
ミ
生

ら
学
生
も
参
加
し
、
用
意
さ

れ
た
ワ
イ
ン
を
飲
み
比
べ
な

が
ら
楽
し
ん
だ
。

　
梅
本
吉
彦
名
誉
教
授
（
民

事
訴
訟
法
）
の
喜
寿
記
念
祝

賀
会
が
11
月
12
日
、
東
京
都

千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
で
開
催
さ
れ
、
梅

本
ゼ
ミ
卒
業
生
86
人
が
祝
っ

た

写
真
。

　
梅
本
名
誉
教
授
は
眞
弓
夫

人
と
と
も
に
登
場
す
る
と
、

盛
大
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ

た
。
祝
賀
会
実
行
委
員
長
を

務
め
た
朴
木
康
裕
さ
ん
（
昭

56
法
）、相
羽
利
昭
さ
ん
（
平

２
法
）
ら
多
数
の
卒
業
生
か

ら
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
贈
ら
れ
た
花
束
を
手
に
梅

本
名
誉
教
授
は
「
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
温
か
い
言
葉

を
今
後
の
人
生
の
か
け
が
え

の
な
い
励
ま
し
に
し
て
過
ご

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。
梅
本
夫
妻
を
囲
み

思
い
出
を
語
り
合
い
、
宴
は

夜
遅
く
ま
で
続
い
た
。

　
梅
本
名
誉
教
授
は
２
０
１

１
年
に
定
年
退
職
後
は
弁
護

士
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

同
ゼ
ミ
卒
業
生
は
、
法
曹
界

や
金
融
界
、
財
界
で
活
躍
。

当
日
は
北
海
道
や
大
分
県
か

ら
駆
け
つ
け
た
参
加
者
も
い

た
。
一
堂
に
会
す
る
の
は
、

11
年
の
梅
本
名
誉
教
授
定
年

祝
賀
会
以
来
２
回
目
。

ワ
イ
ン
を
楽
し
む
参
加
者

ゼミ卒業生が祝福
梅本名誉教授喜寿祝賀会

　「
続
け
て
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
」「
自
分
と
の
戦
い

に
一
層
励
み
た
い
」
｜
｜
第

51
回
全
日
本
居
合
道
大
会

（
10
月
22
日
、
東
京
都
東
京

武
道
館
）
で
、
五
段
の
部
で

山
田
学
さ
ん
（
平
９
法
・
東

京
都
代
表

写
真

）
が
、

六
段
の
部
で
吉
田
真
澄
さ
ん

（
平
10
文
・
同

写
真

）

が
ト
ッ
プ
の
座
に
耀
い
た
。

２
人
と
も
全
国
の
実
力
者
を

相
手
に
念
願
の
初
優
勝
を
遂

げ
、
よ
り
一
層
の
精
進
を
誓

っ
た
。

　
山
田
さ
ん
、
吉
田
さ
ん
は

居
合
道
部
の
先
輩
後
輩
に
あ

た
る
。
現
在
は
同
部
の
監
督

（
山
田
さ
ん
）
と
コ
ー
チ

（
吉
田
さ
ん
）
を
務
め
る
。

過
去
に
剣
道
に
励
ん
で
き
た

が
、
専
修
大
学
に
入
学
し
て

居
合
道
部
に
所
属
。
卒
業

後
、
同
部
師
範
の
石
垣
光
規

さ
ん
の
も
と
で
稽
古
に
励
ん

で
き
た
こ
と
も
共
通
し
て
い

る
。

　
山
田
さ
ん
は
卒
業
後
、
10

年
間
居
合
か
ら
遠
ざ
か
っ
た

が
「
こ
の
道
し
か
な
い
」
と

復
帰
し
た
。
監
督
を
務
め
る

居
合
道
部
の
教
え
子
た
ち
に

は
「
居
合
道
で
大
切
な
の
は

人
を
思
う
心
。『
継
続
は
力

な
り
』
を
胸
に
居
合
の
技
術

だ
け
で
な
く
人
と
の
つ
な
が

り
も
育
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
吉
田
さ
ん
は
専
大
時
代

「
山
田
先
輩
に
誘
わ
れ
て
居

合
道
部
に
入
部
し
た
」
と
振

り
返
る
。
最
初
は
剣
道
を
続

け
た
い
気
持
ち
が
強
か
っ
た

が
、
次
第
に
居
合
の
魅
力
に

引
き
込
ま
れ
た
。「
今
が
あ

る
の
は
山
田
先
輩
は
じ
め
支

え
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の

お
か
げ
」
と
話
し
、「
自
分

が
い
ま
背
負
っ
て
い
る
も
の

が
技
に
反
映
さ
れ
る
。
自
分

自
身
を
ど
こ
ま
で
表
現
で
き

る
か
常
に
己
と
対た

い

峙じ

し
て
い

る
」。
試
合
か
ら
１
カ
月
後

の
昇
段
審
査
で
は
錬
士
六
段

か
ら
同
七
段
に
昇
段
も
決
ま

っ
た
。

　
居
合
道
は
日
本
刀
を
鞘さ

や

か

ら
抜
き
、
仮
想
の
敵
を
倒
す

一
連
の
流
れ
を
行
う
武
術
。

試
合
は
選
手
２
人
が
並
び
、

そ
れ
ぞ
れ
５
本
の
演
武
を
行

い
、
技
や
所
作
の
正
確
さ
な

ど
を
競
う
。

居
合
道
の
山
田
さ
ん
、吉
田
さ
ん

念
願
の
全
日
本
初
優
勝

　
付
属
高
校
出
身
者
の
会

「
Ｈ
ｉ
・
Ｙ
ｏ
・
Ｃ
ｏ
の
会
」が

設
立
10
周
年
を
迎
え
、
11
月

12
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し

た
。
同
会
の
Ｏ
Ｂ
会
「
鳳
の

会
」
の
会
員
ら
30
人
と
、
現

役
会
員
22
人
が
参
加
。
こ
れ

ま
で
の
足
跡
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
現
役
会
員
は
先
輩

か
ら
思
い
出
や
当
時
の
活
動

を
聞
き
、
今
後
の
活
動
に
向

け
て
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　「
Ｈ
ｉ
・
Ｙ
ｏ
・
Ｃ
ｏ
の

会
」
は
専
大
附
属
、
専
大
松

戸
、
専
大
北
上
、
専
大
玉
名

の
付
属
４
高
出
身
者
の
会
。

付
属
高
校
対
象
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
企
画
・
実
施
し
、
学
生

の
立
場
か
ら
専
修
大
学
と
付

属
高
校
の
連
携
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
１
期
生
の
飯

島
渉
さ
ん（
平
22
ネ
ッ
ト
情

報
）
は
「
自
分
の
経
験
を
後

輩
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い

で
ス
タ
ー
ト
し
た
活
動
が
、

こ
こ
ま
で
続
い
て
う
れ
し

い
。
会
の
活
動
は
年
々
進
化

し
て
い
る
。
今
後
も
多
く
の

情
報
を
高
校
生
に
伝
え
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。

和やかに懇談するＯＢと現役会員

Hi・Yo・Coの会 設立10周年祝う

２
０
１
６
年
度
春
の
叙
勲

◇
旭
日
小
授
章

矢
澤
博
孝
氏
（
昭
43
法

地

方
自
治
功
労
）

高
齢
者
叙
勲

◇
瑞
宝
双
光
章

伊
藤
宮
路
氏
（
昭
24
専
経

税
務
関
係
功
労
）


